
【2024年度　元治ゼミ（3年生）活動報告】
元治恵子

　2024年度元治ゼミの３年生は、東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センター

SSJデータアーカイブから、各自の興味あるテーマと関連する個票データの提供を受け、データを分析

しレポートにまとめました。２年生の後期にデータ分析について学んだものの、実際に研究テーマ（仮

説）を明らかにするために、大規模データを分析し、結論を導くという過程は、初めての経験であり、

途中でくじけそうになったこともあったかと思いますが、ここに成果を報告することが出来ました。

１．子どものICT利用による学力に関する研究� 市川　拓実

２．学生時代に行われるいじめの特徴と影響� 北島　広大

３．放課後の時間の使い方に関する研究� 都築　勇仁

４．幸せを感じるのに必要なこと

―配偶者がいて子どもがいる女性が幸せを感じるのに必要なことは何なのか―� 照井　彪吾

５．改革開放前後の労働者の待遇水準の変化� 彭　震宇

〈謝辞〉

〔二次分析〕に当たり、東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターSSJデー

タアーカイブから個票データの提供を受けました。心から感謝申し上げます。
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子どものICT利用による学力に関する研究

市川拓実

　

はじめに

　今回、このテーマにした理由は近年、日本では

子どもがスマートフォンなどを持つのが当たり前

の時代になり、高校時代ICT推進校に通っており、

ICTが身近な存在だったので、ICTがどのように

学力に影響を及ぼすのか気になったのがこのテー

マにしたきっかけである。ICTとは情報や通信に

関する技術の総称のことである。

　テーマは、ICT（情報通信技術）の利用が子ど

もの学力や成長に与える影響についてである。特

に焦点を当てる問いは、「ICTの利用は子どもの

学力を低下させるのか」だ。この問いに対する仮

説として、高校生がICTを最も積極的に利用して

いることと、その学業成績が低い傾向にあること

が考えられる。

　分析のアプローチは以下の項目を考慮する。学

校段階（小学校、中学校、高等学校）、携帯電話

の保有状況、平日の勉強時間、家庭での学習で

ICTをどの程度利用しているか、そして現在の学

業成績である。

　学校段階（小・中・高）によってICT利用によっ

て子どもの学力がどのように変わってくるか、

データをもとにして分析を行った。勉強時間や家

庭学習でのICT利用状況などに視点を置き、それ

ぞれの学校段階でどのような違いや特徴があるの

かを分析する。

第１章　携帯電話の有無について

　表１は、小、中、高校生別で携帯電話を持って

いるのか分析した結果を示したものである。分析

の結果からわかることは、学校段階が上がるにつ

表１．携帯電話の有無について

表２．平日の勉強時間について
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れて持っている人の割合は大幅に増えているとい

うことである。その中でも、中学生と高校生を比

較すると41%から92％と伸び具合はとても大きく

なっている。ICTは中学生辺りから身近なものに

なっていっているのではないかと考えられる。

第２章　平日の勉強時間について

　表２は、小、中、高校生別で平日にどのくらい

の時間勉強しているのかを分析した結果を示した

ものである。結果からは、勉強をしないと１番多

く答えたのは高校生で18％になっている。逆に４

時間以上と多く勉強しているのは小学生で９％と

なっている。小学生はしないと答えた割合が一番

低く４％となっている。高校生は携帯電話を持っ

ている人の割合がとても多く、小学生は一番少な

い。携帯電話の有無と勉強時間には関連性が少し

はあると考えられる。

第３章　家での勉強にICTを使うかについて

　表３は、小、中、高校生別で家での勉強でICT

を利用するか分析した結果を示したものである。

よくある、時々あるは高校生が一番多い結果に

なった。携帯電話を持っている人が多いというと

ころで納得の結果である。だが、小学生も中学生

も高校生と同じくらいICTを利用しておりICTが

世の中の学習に普及していることが分かる。まっ

たくないと答えたのは小学生が一番多く50％とい

う結果になった。全体的に見て、学校段階による

差はなかったと言える。

第４章　現在の成績について

　表４は、小、中、高校生別での現在の成績デー

タである。小学生は真ん中39%で一番多く、中学

生は真ん中より下、真ん中より上、上の方で一番

表４．現在の成積

表３．家での勉強でICT利用を使うか
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多い結果になった。高校生は下の方、真ん中より

下、真ん中より上で一番多い結果となった。成績

に関しても学校段階による大幅な差は見当たら

ず、強いて言うのであれば、高校生の学力成績が

少し悪いという点が分かった。それから、小学生

が下の方が少ないというところである。どの学校

段階も真ん中が一番多いという結果になった。家

での勉強時間が少ない結果であった高校生はそれ

に伴った成績になっていると考えられる。

第５章　結論

　ICT利用による子どもの学力や子どもの成長度

合いに関してデータを用いて考えていったのだ

が、まず、携帯電話は多くの子どもが持ち、利用

しているが、その中でも高校生の大半が持ってい

るという結果が出た。現在はスマートフォンを持

つのが当たり前の時代になり、持っていないと不

自由などの点から親の意識なども変化し、多くの

子どもが持っていると考えられた。そして、高校

生が一番ICTを利用しているという仮説は支持さ

れたと言える。あまり大差はなかったが高校生が

一番利用していた。これは勉強のレベルが上がる

高校生は最新のテクノロジーを駆使しながら工夫

して勉強に取り組めている証拠だと考えられた。

最後に、成績を見てみた結果、そんなに大差はな

く、ICTを利用するから成績が良くなる、悪くな

るといった結果はなく、個人の勉強の意識次第と

いうことが分かった。だが、成長という観点にお

いては、小さいうちからICTに触れていくことで

これから更にICTが推進される世の中に対応し成

長できる人材になれるか、なれないかが変わって

くると考えた。

【参考文献】

高橋純、2023、『教育方法とICT』学文社。

デジタルナレッジ、2023、「ICT教育とは？学校教育で

の導入事例などを解説」、

（https://www.digital-knowledge.co.jp/about/esi/icte/）

文部科学省、2014、「ICTを活用した教育の効果」、

（https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/

toushin/__icsFiles/afieldfile/2014/04/11/1346505_07.

pdf）

【謝辞】

〔二次分析〕に当たり、東京大学社会科学研究所

附属社会調査・データアーカイブ研究センター

SSJデータアーカイブから「子どものICT利用実

態調査」（ベネッセ教育総合研究所）の個票デー

タの提供を受けました。心から感謝申し上げます。

学生時代に行われるいじめの特徴と影響

北島　広大

１．はじめに

　この研究ではなぜいじめはなくなる事なく増加

傾向をたどっているのか？また、今日における教

育問題の１つであるいじめはなくなることはなく

その事例は多岐にわたる中で、学校でのいじめに

はどのような特徴があるのかについて検討する。

２．研究の問い

　今回研究をしようとして選んだテーマは「いじ

め」についてである。さらにその中でも学生時代

の小中高生を観点として、研究を進めた。

　このテーマを基に研究したいと考えたきっかけ

や理由としては、まず教育に関わる問題の中で問

題視されている問題は何かを考えた時に自身の経

験も踏まえ学生時代に起こる学校でのいじめが問

題視されていると考え今回のテーマ選定に至っ

た。

３．選考研究の知見

　いじめが増加傾向をたどっている今日にどのよ
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うな形でいじめが行われ特徴があるのかという事

について著者の神村は次のように述べている。

「ほとんどのいじめは無差別行為ではなく被害者

の特性をつかみきっかけとなっていじめへと発展

する」（神谷1996．505）

　先行研究ついていじめには環境といじめは無差

別に行われるのではなくきっかけがあると述べて

いる事からも、年齢やいじめ内容にも特徴がある

のではないかと考えられ、そこからいじめを行う

きっかけや理由なども見えてくると考えられる。

４．仮説

　先行研究を踏まえ、仮説として「いじめが発生

している年代は中学生で、いじめの多くは暴力で

ある」という一つ目の仮説と「いじめが起きてい

る場面での加害者の抱える最も多くの心情はいじ

めている感覚を持っていないのではないか」の合

計２つの仮説立てる。仮説をたてた理由として、

いじめの件数が増加傾向にあるのは先行研究に

あったいじめの非無差別性だけではなくいじめ自

体にも児童及び学生の年齢やいじめを受けた内容

に特徴が見える、あるいはそれが、いじめの非無

差別性に関わっているのではないかと考えたため

である。

５．方法

　分析に用いるデータは東京大学社会科学研究所

附属社会調査・データアーカイブ研究センターか

ら提供を受けた「モノグラフ小学生ナウ「いじめ

の残したもの」2002」の調査データを用いる。ま

た、調査データにおける対象の総数1326人（男性

358人・女性968人）のデータを基に、度数分布表

をデータとしていじめを受けたあるいはいじめた

人を独立変数、いじめの内容及び時期（小学生・

中学生・高校生）を従属変数として用いて考える

ものとする。

６．分析結果

　この表１から小学校時代でのいじめ単体で考え

るといじめがあったと答える人が1096人で約８割

の人がいじめはあったと答える割合が多いという

事が分かると共にいじめが全くなかったと答える

割合が２割を下回ると考えると大多数の人が小学

校時代でのいじめがあったという事が分かる。一

方で２割近くの人は小学校時代ではいじめの件数

と比べてもなかったと答えている。

　一方で中学と高校のいじめがあったかの度数分

布表では大きな差で中学では８割に対して高校で

は６割と減少がみられた。

　小学校時代で見る度数分布表の分布ではいじめ

があったことに対するいじめた事に絞るといじめ

た人は少しあったと答えた人を含めて６割近くに

なる事から半数はいじめた経験があると考えられ

る。

　小学校時代のいじめた人と比べるといじめられ

た人の度数分布ではいじめられた経験の方が小学

生時代は何度もあったという点が見て取れる。一

方でいじめという定義の少しという表現が曖昧な

点も関係しているだろうが、少しいじめた事が

あったという点は見てとる事ができた。いじめら

れた人で見るといじめられた事が何度もあったと

いう人は100人を超え加害者よりも被害を受けた

側が多いと分かる。

　傍観者の人数はやはりいじめた人、そしていじ

められた人、傍観者含め経験した事のある人の中

で何度もあったと答える人の割合が約25パーセン

トで最も多くなった。この結果からわかる事とし

ていじめを注意や対処のしにくい環境が存在する

という証明になりえる数値が見て取れた。

　上記は中学時代におけるいじめられた人、いじ

めた人、傍観した人を示す度数分布表であるが、

いじめた人、いじめられた人については小学校時
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代と比較しても全体が選択した人と割合双方とも

減少傾向にある事が小学校時代と中学校時代を比

べて考える事ができる。一方で傍観者の割合と傍

観したことが何度もあると答えた人は小学校と中

学校と比べると減少してはいるものの、傍観した

ことが何度もあると少しあると回答した二つを合

わせると小中学校共に８割を超えており、依然と

していじめを見て見ぬふりをする人が大半である

という事が読み取れる。

　高校におけるいじめた人といじめられた人の比

較においてはどちらも全くなかったと答える人が

412人に対して250人超えで割合としても６割を超

えていて半数以上を占めている事からも、分かる

ように、小学校時代や中学校時代と比べて高校で

はいじめ行為自体が減少しているという事が考え

られる。また度数分布表を見てもいじめた事があ
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る人・いじめられた事がある人が全体的に減少し

ていて高校では減少しているという事が見て取れ

る。

　次にいじめの内容についての度数分布から見る

分析結果である。

　全体として高校ではいじめ全体の母数が少ない
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事もあり嫌がらせと無視と暴力の数値が全体的に

低いものの無視は小学校時代・中学校時代を含め

ても最も多かった事が上記のいじめに関する内容

の度数分布表から見る事が出来る。

　最後にいじめているときの気持ちについての度

数分布表の分析である。
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　いじめにおける加害者側がいじめの際に抱える

気持ちとしては上記の度数分布よりいじめられて

いる子に理由があるからという客観的な気持ちが

最も多くその次に単なる遊びだと思っていたが多

くいじめなければ自分がいじめを受けるという人

が多いと分かる。

７．結論と考察

　以上の分析結果及び度数分布表からわかる結論

として「いじめは中学時代で傍観者が最も多く、

いじめの内容は主に暴力が多いと共にいじめを

行っている被害者に対して行っている加害者がい

じめを行っているときの気持ちは被害者に対して

いじめを行っている感覚を持つことなくいじめを

行っている」という仮説に対して、いじめが最も

多いと分かるのは小学校時代で、いじめの内容は

あからさまな無視や嫌がらせが多いと共に傍観者

が最も多いという事が分かり、いじめている時の

気持ちは意外にもいじめられる子に理由があると

いう客観性を感じさせる回答であったことに驚く

と共に、いじめ全体の件数は増加していても、そ

の中のいじめに占める割合は小中学校が多く、高

校になるにつれ減少する事が分かった。こうなる

理由として考えられるのは、いじめは先行研究に

あった通り、無差別性はなく理由がほとんどに存

在するという事に関係すると共に、小学校時代で

は精神状態及び人に対する価値観などの優劣に敏

感である事と、他者の気持ちを考える力が欠如し

やすいためいじめが起きやすい環境にあり、高校

になるにつれ、その環境的な要因は小さくなって

いくためだと考えられるが、いじめの無差別性に

ついては、いじめを行っている際の心情にいじめ

たからいじめたいと答えている人もいるため一概

に先行研究のいじめの無差別性が当てはまるとは

言えないものの、いじめには人為的な環境や人の

心情によって大きく変化するもので、対象者に悪

い点があった事がいじめを行っている際の心情と

考えると先行研究の孤立や反感などいじめられる

きっかけを被害者が作ってしまっている場合もあ

ると考えられ、それがいじめの特性といじめ内容

の多岐化につながっていると考えられるためであ

る。また、ドラマや実際に自分たちの想像してい

たいじめの現状とは大きくかけ離れていた結果と

なり、いじめにおけるきっかけや特徴が見えてき

たことで、よりいじめの起きにくい環境づくりを

していく事が必要ではないかと考えられた。

【引用文献】 

神村栄一、1996、「いじめっ子が「ムカつく」いじめら

れっ子の特徴といじめの内容いじめ動機を喚起する

被害生徒の特長」『日本教育心理学会発表論文集第38

回総会発表論文集』505臨床２－PE２。

【謝辞】

〔二次分析〕に当たり、東京大学社会科学研究所

附属社会調査・データアーカイブ研究センター

SSJデータアーカイブから〔「モノグラフ小学生

ナウいじめの残したもの」2002（ベネッセ教育総

合研究所・ベネッセコーポレーション）〕の個票

データの提供受けました。心から感謝申し上げま

す。

放課後の時間の使い方に関する研究

都築勇仁

はじめに

　この論文では、放課後の時間の使い方をテーマ

に、学校段階によっての放課後の時間の使い方に

はどのような違いがあるのかという問いを立て考

察を行った。仮説として、学校段階が上がるにつ

れて、娯楽（睡眠や遊びなど）に費やす時間が減

り、逆に、勉学や習い事など将来の就職に関わっ

てくるようなことに費やす時間が増えてくるとし



−22−	    明 星 大 学 社 会 学 研 究 報 告 	 No.46

た。データをもとに、学校段階（小、中、高）に

よって放課後の時間の使い方はどのように変わっ

てくるのかについて分析を行った。その中で、睡

眠、遊び、勉強、習い事に注目して見ていき、そ

れぞれの学校段階にどのような違いや特徴がある

のかを詳しく分析していった。

第１章　　睡眠と学校段階

　まず、睡眠の分析では１日の睡眠時間のデータ

を使い分析を行った。

　表１は、１日の睡眠時間を学校段階ごとに区分

してまとめた表である。値に下線が引いてある部

分は、それぞれの学校段階の全体に対する値の割

合（％）が２桁ものである。この表からわかるこ

ととして、小学校から高校にかけて学校段階が上

がるにつれて、平均的に睡眠時間が少なくなって

いるということである。表の値に下線が引いてあ

る部分を見てもそれが顕著に表れていることがわ

かるだろう。他には、小学校では、割合（％）の

散らばりが少なく下線が引いてある値を中心にあ

る程度まとまっている。一方、中学校や高校では、

下線が引いてある値には割合（％）がまとまって

いるがそれ以外は小学校のようなまとまりはなく

散らばっていることがわかる。

第２章　遊びと学校段階

　次に、遊びの分析では３種類のデータを使い分

析を行った。

　表２は、屋外遊び、室内遊び、ゲームを放課後

にやっている人の人数をまとめた表である（かっ

この割合（％）は、それぞれの学校段階の全体に

対してのもの）。この結果からわかることとして、

小学校は、中学校や高校に比べて放課後の時間を

遊びに費やしている人が多いことがわかる。特に、

友達と遊ぶ割合（％）は小学生が極端に高いこと

がわかる。他には、家でゲームをする人の割合（％）

学校段階関わらず全体的に高いことがわかる。

第３章　勉強と学校段階

　次に、勉強の分析は学校の宿題をする、学校の

宿題以外の勉強をする、塾の３つのデータを使い

分析を行った。
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　表３は、放課後学校の宿題をするか、するなら

ば、どのくらいの時間するかについての表である。

値に下線が引いてある部分は、それぞれの学校段

階の割合（％）が上位３番目までのものである。

この表からわかることとして、高校は、小学校や

中学校に比べて放課後の時間を学校の宿題に費や

す人が少ないことがわかる。逆に、小学校は、し

ないと答えている人が１.４％と極端に他の２つ

の段階と比べて低いことがわかる。他には、宿題

をする時間は、線が引いてあるところを見てわか

る通り学校段階によってはあまり変化がないこと

がわかる。

　表４は、放課後学校の宿題以外の勉強をするか、

するならば、どのくらいの時間するかについての

表である。値に下線が引いてある部分は、それぞ

れの学校段階の割合（％）が上位３番目までのも

のである。この表からわかることとして、全体的

な傾向をしてはどの学校段階も似ているように読

み取れる。しかし、その中で、学校の宿題以外の

勉強に放課後の時間を費やす人が、高校は極端に

少ないことがわかる。

　表５と表６は、塾に通っているかと通っていれ

ば１回あたりどのくらいの時間塾で勉強している

かについての表である。値に下線が引いてある部

分は、それぞれの学校段階の割合（％）が上位３

番目までのものである。この表からわかることと

して、まず、塾に通っている人は、中学校が

49.９％と約２人に１人の割合で通っていること

がわかる。逆に、高校は、17.７％と他の２つに

比べて極端に低いことがわかる。そして、塾の１

回あたりの時間の方からは、小学校は、他の２つ

に比べて少し１回あたりの時間が少ない。しかし、

どの学校段階も最大値を見てみると、１時間半に

最大値があることがわかる。

　表７は、学校の宿題、学校の宿題以外の勉強、

塾を放課後にやっている人の人数をまとめた表で
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ある（かっこの割合（％）は、それぞれの学校段

階の全体に対してのもの）。この表からわかるこ

ととして、高校は、学校の宿題以外の勉強が

56.７％と他の２つと比べて約20％も低いことが

わかる。他にも、塾の割合も他に比べて極端に低

いことがわかる。学校段階で見た時に、高校は、

割合が低く勉強への意欲があまりないように読み

取ることが出来る。

第４章　　習い事と学校段階

　最後に、習い事では２つのデータを使い分析を

行った。

　表８と表９は、習い事をしているかと、してい

れば１回あたりどのくらいの時間習い事をやって

いるのかについての表である。値に下線が引いて

ある部分は、それぞれの学校段階の割合（％）が

上位３番目までのものである。この表からわかる

こととして、学校段階が上がるにつれて、習い事

をやっている人が少なくなっていくことがわか

る。特に、小学校は、習い事をやっている人が他

の２つに比べて圧倒的に多いことがわかる。他に

は、習い事１回あたりの時間は、どの学校段階も

似たような割合であることがわかる。

第５章　考察

　これらの分析から考察を行うと、まず、仮説で

立てていた学校段階が上がっていくにつれて娯楽

（睡眠や遊びなど）に費やす時間が減っていき、

逆に勉学や習い事など将来の就職に関わってくる

ようなことに費やす時間が増えていくというの

は、娯楽への時間は学校段階が上がるにつれて

減っていっていたが、勉学などへの時間は増えて

はいなかった。これは、勉学の方では、小学校や

中学校では宿題が出ていて強制的に放課後の時間

を勉強にあてなくてはいけないが、高校では、宿

題が出ていないことが多く自主的な勉強が主に

なっているため勉学に費やす時間が増えなかった

のだと考えられる。習い事では、中学校からは部
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活動が出来る。そのため、小学校にやっていた習

い事が中学校や高校の部活動にあったらそっちに

入る人が多くなるからであると考えられる。そし

て小学校の頃は親がいろいろな経験をさせるため

に強制的に習い事をやらせていることがある。し

かし、中学校、高校となると授業の時間が長くなっ

たり部活動の時間が出来たりなど、小学校に比べ

て放課後の時間がそもそも短くなり習い事に費や

す時間が無くなるというのも習い事の時間が増え

なかった要因になっていると考えられる。逆に、

娯楽の時間が学校段階が上がっていくにつれて

減っていっているのは、この放課後の時間が短く

なっていくのが１つの要因となっているとも考え

られる。次に、勉強に注目して見た時に、中学校

が１番勉強の意欲が分析から読み取れ、逆に高校

からは１番意欲がみられなかった。これは、高校

受験と大学受験の方法の違いが大きな要因となっ

ていると考える。高校受験では、受験方法は筆記

試験がほとんどである。これは、まず高校に進学

と思っている人は筆記試験ということから勉強を

することが必要となってくる。自分が志望してい

る高校に入るためには、その分その高校のレベル

まで学力を上げて筆記試験に合格しなくては志望

校には入ることはほとんどできないのだ。だから、

中学校が一番勉強への意欲があると考えられる。

一方で、大学受験では、受験の方法がいくつかあ

る。筆記試験ももちろんあるがそれだけでなく指

定校推薦やAO入試などの筆記試験を受けなくて

も入れる方法があるのだ。だからこそ、自分の得

意な受験方法を選択すればいいので筆記試験を受

ける人だけが勉強への意欲があり、その他の受験

方法の人は勉強にあまり勉強に意欲がないため、

高校は１番勉強への意欲が見られないのだと考え

られる。最後に、勉強や習い事をやっている人の

使った時間を見た時に、どの学校段階でも同じよ

うな時間を行っていて学校段階によって違いがあ

まり見られなかった。これは、塾や習い事であっ

たら１コマ何時間の授業や何時～何時までといっ

たように学校段階ごとに時間が変わるなどがあま

りないのと内容の出来よりも時間で区切られてい

ていることが多いため同じような傾向が見られた

のだと考える。宿題などの時間も１時間くらいな

ど決まった時間で終わるような内容の宿題を先生

が出しているから似たような傾向になっているの

だと考えられる。

最後に

　結論として、学校段階によっての放課後の時間

の使い方をまとめると、まず、睡眠時間や遊び、

習い事は学校段階が上がるにつれて減っていく。

それは、学校の授業時間が学校段階があがるにつ

れて増えたり部活動に入ったりなど放課後の時間

が減っていくことからそれに費やす時間が無く

なっていると考えた。そして、勉強は、小学校や

中学校は学校で宿題が出ることが多いことから放

課後勉強をしている人が多い。特に、中学校では、

今の日本社会は、高校受験をする人がほとんどで

あり、高校受験では、筆記試験で合否を決めてい

る高校がほとんどである。そのため、勉強して学

力を上げなくては志望する高校に入れないことか

ら、放課後勉強に時間を費やしている人が多いの

だと考えた。逆に、高校では、宿題もあまり出ず、

大学の受験方法も指定校推薦やAO入試などの筆

記試験以外の方法があるため、放課後勉強に費や

す時間が小学校、中学校に比べて少ないのだと考

えた。
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幸せを感じるのに必要なこと

―配偶者がいて子どもがいる女性が幸せを感じる

のに必要なことは何なのか―

照井　彪吾

第１章：はじめに

１.１．はじめに

　本論では現在子どもと配偶者がいる女性が幸せ

を感じるのにはどういったことが必要となるのか

について明らかにすることを目的とする。

１.２．研究の目的

　昨今の日本では結婚というものにたいしてあま

りプラスイメージを持つのが難しくなっている現

状で、それと同時に一人のほうが気楽だという人

の声も聞いたことがある。ほかにも、結婚にプラ

スイメージを持てず、一人のほうが私生活で自由

がききやすいという考えを持っている人もいると

考えられる。しかし、そんな社会でも結婚をして

いる人はいて、一人が楽だと考えている人でも、

孤独や、寂しさに耐えきれず相手を探してもしも

出会うことができれば結婚をするのかもしれな

い。そして友達のなかにも近いうちに結婚をする

ものもあらわれるのかもしれない。一見今まで話

してきたことになんの意味があるのか問いたくな

るだろうが前述したことが何よりも今回の調査の

目的に関係している。というのも、もしも結婚を

し、子どもを授かったとき、世間一般ではどうし

ても女性の方が家庭内における負担が男性よりも

多い社会になっている現在の状態では結婚という

幸せなスタートを切った人生のセカンドシーズン

が見事に破綻してしまうかもしれない。また女性

たちがろくでもない男に振り回されてしまう可能

性もないわけではない。だからこそ、今この段階

で結婚をして現在子どもが一人以上いて、なおか

つ配偶者がいる女性の幸せが何かを探求すること

により、女性がなにに対して満足し、不満を持ち、

幸福を感じるのかを知りそれを今後の人生に生か

したい。もちろん友達や社会のためにも役立てた

い。これが今回の研究目的だ。

１.３．仮説

　何に満足し、不満を感じるのか。そして幸福を

感じるのかを明らかにするにあたり、仮説を３つ

立てた。まず、対象となるのは子どもが１人もし

くは１人以上いて、配偶者がいる女性だ。次にこ

の女性たちが感じる幸福というのは家庭に関する

幸福、たとえば家族といると楽しいといったこと

や、子ども、もしくは夫といるのが楽しいといっ

た幸福、そしてもう一つは個人に関する幸福、こ

れはおいしいものを食べることや、おしゃれをす
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ること、そして一人でいるほうが楽しいといった

内容のことだ。そしてこの２つの幸福を本論では

それぞれを「家庭的な幸福」「個人での幸福」と

定義する。

　さて、これらを踏まえたうえでの仮説は３つで

ある。１つ目の仮説は女性が家庭的な幸福を感じ

るのには夫の家庭的な協力が最も重要視されるの

ではないか。２つ目は夫への満足度が高ければ家

庭的な幸福を感じやすく、その逆で不満のほうが

高い場合は家庭よりも個人での幸福を感じやすい

のではないのか。３つ目は夫に対する不満として

一番多いいのは、やはり家事、特に育児などに非

協力的なことに対しての不満ではないのか。この

３つが今回立てた仮説だ。

第２章：調査内容の確認及び調査結果

２.１．調査対象および調査方法

　研究対象となるのは子どもが１人もしくは１人

以上いて、配偶者がいる女性だ。また、今回の調

査で使用するデータは「明治安田総合研究所」の

「女性の幸せに関する意識調査，2011」だ。

　分析方法は前述したデータの対象となって女性

の中から対象にしている人々を絞り、エクセルの

ピポットテーブルを使用し集計表を使いながら

データを比較する。集計方法は使用する質問の大

半が複数回答方式の質問なのでそれぞれの質問に
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おける回答がそれぞれどの程度選択されているか

を選択肢ごとに合計し、その合計を比較する。そ

して、その選択にどういった傾向があるのかなど

を見ていく。また、比較するために出した値をも

とに百分率と図表を作成し、視覚的にわかりやす

く比較する。主に使用した質問は「Q１」あなた

に配偶者はいますか。「Q３」お子さんの人数を

お答えください。「Q21」あなたが普段の生活で「幸

せ」を感じるのはどのようなときですか。当ては

まるものを３つ以内でお選びください。「Q22」

あなたの「幸せ」のために、必要なものは何だと

思いますか。当てはまるものをすべてお選びくだ

さい。さらにその中で最も必要だと思うものを１

つお選びください。「Q27」夫に対するあなたの

満足度はどの程度ですか。当てはまるものを１つ

お選びください。「Q28」夫にたいして満足して

いる理由は何ですか。次のうちから２つ以内でお

答えください。「Q29」夫にたいして不満な理由

は何ですか。次のうちから２つ以内でお答えくだ

さい。「Q37」女性が子育てをスムーズに行うた

めには、何が必要だと思いますか。優先度が高い

と思うものを３つお選びください（複数回答）。

これらをもとに比較していく。

２.２．分析結果

（１）「Q27夫に対する満足度」に関する質問の分

析結果

　分析で判明したことは今回使用したデータでは

夫にたいして満足している人が多かった。具体的

には表１を見ていただければわかるが、回答番号

２の「まあまあ満足している」が49.4％、１の「満

足」は16.3％、回答番号３及び４の「どちらとも

言えない」「あまり満足していない」がそれぞれ

14.7％となり、最後に５番の満足していないが

8.3％だった。このことから全体的にまあまあ満

足している人の割合が一番多いいことが分かる。

（２）「Q28夫のどこに満足しているのか」に関す

る質問の分析結果

　この質問では夫のどんなところに満足している

のかを質問したもので最も多かった回答は表２を

見ていただければわかるが８の「思いやりや愛情

が感じられる」２の「育児・教育に協力的」１の

「家事に協力的」の順番それぞれ26.3％、17.4％、

17.3％となっている。予想では家事や育児が一番

だと思っていたがそういったものを総合して思い

やりと考えられることもできるため、あながち外

れてもいないと考えられる。

（３）「Q29夫のどこが不満なのか」に関する質問

の分析結果

　Q 29ではQ 28に比べて回答者が少ないが回答

が最も多かったのは５の「性格や価値観が合わな

い」７の「思いやりや愛情が感じられない」３の
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「経済力が乏しい」の順でそれぞれ9.2％、6.5％、

5.4％となっている。表３にはそのほかの回答に

対しての回答率も書いてあるので見ていただきた

い。不安は家事や育児をしないことに向けられる

と考えていたが、性格や価値観に対する不満が最

も多かった。この結果はQ28のように総合して考

えることもできるが、性格や価値観が合わないと

いう状態はおそらく思いやりや愛情が感じられな

いのとは別の原因で発生している可能性があるた

め、やはり性格や価値観が合わないのは思いやり

とは別の問題がありその結果だと考えられる。

（３）「Q37女性が子育てをスムーズに行うのに必

要なことは何なのか」に関する質問の分析結果

　この質問にたいしての最も多かった回答の上位

３つは回答番号１の「夫の協力」（73.１％）回答

番号10の「子育てのための経済的なゆとり」

（42.4％）最後に回答番号２の「家族の協力」

（31.9％）となった。この質問に関しての図表は

回答が多いい順で並べているため、ぜひ見ていた

だいたうえで上位３つ以外で何が必要とされてい

るのか確認していただきたい。また、この調査結

果及び数値からもわかることとしては、やはり子

育てには夫の協力が必要不可欠であるということ

だ。しかし、見落としていた点もあった。それは

子育てに協力的な夫がいくらいても子育てをする

ためにかかる金銭面をカバーできる経済力が必要

になるということだ。

（４）「Q21普段の生活で「幸せ」を感じるのはど

のような時か」に関する質問の分析結果

　Q 21でもっとも多かったのは回答番号１「家

族団らんのとき」（61.0％）回答番号３「子ども

がいるとき」（41.5％）最後に13「美味しいもの

を食べているとき」（34.5％）だった。しかしこ

れは全体の合計から出た順であり、満足している

人と、不満を持つものではそれぞれ回答が変わる

と考えられるため、次はQ27の質問１と２に回答

した人達にフィルターをかけてみてみるとそれぞ

れ、１・３・13の順で全体の合算と変わりなかっ

た。次に４と５に回答した不満がある人たち合計

659人だけで見てみると３・５・13という順にな

り13の「美味しいものを食べているとき」の数値

は（6.8％）同じように入っていたが回答番号３「子
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どもといるとき」（９.０％）が最も多くその次が

５の「１人でのんびりしているとき」（8.8％）だっ

た。この結果から判明したことは家族団らんや夫

といるときよりも「子ども」といるときのほうが

幸せを感じるらしい。これは夫に不満があるから

こそ出た結果なのかもしれない。そして美味しい

ものを食べているときという回答よりも「一人で

のんびりしているとき」という回答のほうが多

かったのはおいしいものを食べることよりも家事

などから離れてのんびりしたいという考えなどが

あるのかもしれない。ちなみに３のどちらでもな

いに回答した人達は１・５・３の順番だった。

（５）「Q22「幸せ」を感じるのに必要なことは何

だと思いますか。当てはまるものすべてをお選び

ください」に関する質問の分析結果

　最後にQ22の質問で最も多かった回答は５「健

康」（31.8％）次に１「良きパートナ」（22.0％）

３「お金」（14.8％）という順になっている。そ

のほかの選択肢とそれに対しての各回答の数値は

表６に載せているので見ていただきたい。しかし、

この表に書いてある数値は全体の合計で先ほどの

「Q21」のときと同じように満足している人と不

満がある人では違うと考えられるためここには図

表は載せないがそれぞれ分けてみる。満足してい

る人たちは５「健康」１「良きパートナ」２「子

ども」という順で、不満がある人たちは５「健康」

３「お金」２「子ども」という順番になり、この

ことから満足していても、不満を持っていても個

人の幸せのために最も必要なことは健康となり、

不満があっても夫に満足していてもともに子ども

も入っていることから健康と子どもは幸せのため

に最も必要なこととして判明したといえる。

第３章　考察

　今までの分析を通して明らかになったことは仮

説で書いたように満足度が高い人達は夫のどこに

満足しているのかと聞かれれば家事や育児をする

ところと答え、そのほかにも幸せに必要なことで

は良きパートナと答えるほど夫の行動は影響する

といえる。しかし、不満をもつ人たちは家事や育

児に対しての不満も持っているがそれよりも性格

や価値観が合わないことや思いやりや愛情が感じ

られないこと、そして経済力などへの不満が高
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かったことから家事や育児だけに対して、必ずし

も最も不満がたまるわけではなく、その他の要因

として例えば家事や育児にあまり協力的でないだ

けでなく、そのほかことであまりそりが合わない

といったことなども含めて総合的に価値観や性格

が合わないという結論に至り、こういった回答に

なったと考えることも可能であると思われる。さ

らに、こういったことを踏まえたうえで普段の生

活で幸せを感じるのはという質問には満足度が高

い人たちは仮説通り「家族団らんのとき」という

選択肢が最も多く、その次に「子どもといるとき」

最後に「美味しいものを食べているとき」という

順になっていて、「家族的な幸福」にたいしての

回答が多かったと思われる。それに対して不満が

ある人たちは「子どもといるとき」という回答が

最も多かったがその次に「一人でのんびりしてい

るとき」という回答が多く、最後は満足度が高い

人たちと同じで「美味しいもの食べているとき」

という回答が多かった。このことから「個人的な

幸福」つまり、家族を抜きにした幸せも仮説通り

高かったが、子どもという家族を含めた幸せのほ

うが高かったことから、家族全員ではなくても子

どもと一緒いる「家族的な幸福」のほうが「個人

的な幸福」よりも高く、重要であることが判明し

た。このことに関してはQ22の質問及び分析から

もうかがえることなので子どもという存在は夫の

行動とは別に母親という存在である女性にとって

は重要な存在であるのかもしれないということが

判明した。そういった意味では改めて子どもの存

在の大切さと偉大さを再確認できたと考えてい

る。結果として、仮説の半分は正しかったが、３

つ目に関しては家事や育児だけが不満のすべてで

はないということが判明したため、とても良い結

果を得られたと考えられる。そして夫だけでなく、

子どもの存在も重要であるということが明らかに

なった。
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改革開放前後の労働者の待遇水準の変化

彭　震宇

1．はじめに

　中国は国の経済を発展するために前世紀の80年

代から「改革開放」という政策を作った。この時

期に中国は急速に発展し、今では世界の第二の経

済大国になった。そして、この政策を享受した労

働者たちの賃金やボーナスなどの待遇水準はどん

な変化があるか、データを分析して明らかにする。

２．先行研究

　中華人民共和国中央人民政府の報告は中国の

GDPは1991年から1995年まで約４倍の伸びの成

長率であった。そして、中国の労働者の収入は改

革開放の前に増長速度が遅いが、改革開放後の時

期には改革開放以前の百倍の増長速度に増加して

いる。この報告から見ると、中国の労働者たちの

待遇水準は改革開放後から顕著に上昇しているだ

ろう。

３．仮説

仮説１�「時期によって多数の労働者たちは自分の

賃金水準が満足ではない。」
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仮説２�「時期によって多数の労働者たちは自分の

福利厚生施設の満足度水準が満足ではな

い、そして中国の待遇水準はもっと良い程

度が欲しい。」

仮説３�「改革開放以降の労働者たちの物質的な要

求が増加している。」

４．方法

　仮説を検証するために本研究では東京大学社会

科学研究所のデータ「中国機械工業における労務

管理と労働者の職務意識に関する調査，1991・

1995 」を用いる。

５．分析結果

　まず、仮説１を検証する。図１は1991年と1995

年の労働者たちが自分の賃金水準に満足している

かを示したものである。図をみると、1991年の「自

分の賃金水準は満足である」という労働者の割合

は1995年の労働者よりも多い。また、「低すぎる」

と「低いと思うが、やむをえない」という満足度

の労働者の割合が1991年に比べて多くなる。つま

り、1991年から1995年まで労働者たちは自分の賃

金水準は満足ではない状況が明らかになった。

　次は、仮説２である。図２は1991年と1995年の

労働者たちは福利厚生施設の満足度の図である。

図を見ると1991年から1995年まで労働者たちは福

利厚生施設の満足度が「満足である」から「満足

ではないが、現在の中国ではこの程度でやむをえ

ない」に変化した。そして、労働者たちは満足で

はないことだけでなく、「現在の中国ではこの程

度でやむをえない」という気持ちがある。つまり、

1995年の労働者たちは福利厚生施設の満足度が満

足ではなくて、中国の待遇水準をもっと高くして

欲しいと考えていることが明らかになった。

　最後の仮説３については、図３の労働者たちの

ボーナス水準の満足度の図に示したとおりであ

る。図を見ると、1991年から1995年まで労働者た

ちはボーナス水準の満足度が満足であるから満足

ではない状況に転換して、満足ではないのにやむ

をえないという気持ちがある労働者数が増加し

た。この現象が現れた理由は中国の改革開放以降

の経済が急速に発達しているが、労働者たちの待

遇水準はまだ改善していないので、彼らは不満と

やむを得ないという気持ちがあることが普通だと

考えている。

６．結論

　中国は前世紀の80年代から「改革開放」を実施

する数年、中国の経済は大きな発展を実現したが、

労働者たちは自分の待遇水準などの福利厚生に対

する態度が不満になる。そして、不満の態度の中

にやむを得ないという態度を表示する人数が多

い。この態度がある原因は中国の労働者たちは自

分の労働で国家の経済に貢献をもたらす認識があ

り、中国の経済も確実に成長したので、労働者た

ちは「自分の待遇水準を改善して欲しい」という

願いを持つようになったと考えることが出来る。
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